
資料１－１

河 川 整 備 基 本 方 針 の 変 更 概 要
（大淀川水系）



審議対象水系

水系名
流域
面積
（km2）

幹川流路
延長
（km）

流域内
人口

（千人）

想定氾濫
区域内人口
（千人）

流域の
主な県

大淀川 2,230 107 約600 約140
宮崎県
鹿児島県

本日の
河川分科会での
審議水系

1水系

河川整備基本方針
策定済み水系

109水系

凡例

直轄管理区間
指定区間（知事管理区間）
都府県界

大淀川
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○平成17年9月の台風14号に伴う降雨によって、基準地点柏田上流の流域平均雨量が24時間で約465mm、48時間で約706mmを記録した。
○これにより、基準地点柏田では、観測史上最大流量の約9,500m3/sを記録した。ダムによる洪水調節や氾濫が生じなかった場合の同洪水のピーク流量は
約10,500m3/sとなり、基本高水のピーク流量9,700m3/s を大きく上回った。

等雨量線図 主な洪水被害

■下流部を中心として大淀川水系の広範囲において約4,700戸(うち床上浸水は約3,800戸)
の浸水被害が発生

■宮崎市においては、浄水場や医療機関等が浸水し、地域の社会経済に大きな影響を及
ぼした

水位の状況（柏田）

流域中央の南北に強い雨域が集中

H17洪水雨量・流量

年最大流量

年最大24時間雨量

年最大48時間雨量

計画高水位を約11時間超過 過去60年間で第1位の雨量を記録

過去60年間で第1位であり、かつ
既定計画の対象降雨の降雨量以上
の雨量を記録

過去60年間で第1位であり、かつ
基本高水のピーク流量以上の流量
を記録

大淀川上流部大淀川下流部

平成17年9月4日17時～9月6日16時（48時間雨量）

床上浸水
床下浸水

約9,500m3/s

（実績）

田代八重
1,308mm

宮崎
430mm

三股
1,161mm

末吉
352mm

岩瀬ダム
757mm

※出典：国土交通省 宮崎河川国道事務所調べ

約11時間
（6:00～17:00）

最高水位
9月6日11：00 9.89m

計画高水位 9.36m

氾濫危険水位 9.10m

既往最大洪水：約10,500ｍ³/ｓ

既定計画基本高水のピーク流量 9,700m3/s

既往最大洪水：465mm/24hr

下流地区浸水被害

上流地区浸水被害

浸水面積 1,155 ha

浸
水
戸
数

床上 137 戸

床下 86戸

合計 223戸

浸水面積 2,166 ha

浸
水
戸
数

床上 3,697 戸

床下 786 戸

合計 4,483 戸

自衛隊による土のう積み（宮崎市街部） 宮崎市内の住宅浸水（大谷川沿い）

浄水場の浸水（宮崎市）医療機関の浸水（宮崎市提供）

既定計画の対象降雨の降雨量573mm/48hr

既往最大洪水：706mm/48hr

大淀川水系における平成17年9月出水の概要（被害概要）

2

綾 町

国富町

宮崎市

綾南

入野橋

嵐田
太田原

高岡

柏田

宮崎

姥ヶ島

瓜田川

城の下

宮崎西I.C.

うばがしま
0

5

10
15

20
28

0

0

5

5

10
15

15

25

床上浸水
床下浸水



H.W.L
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下流部中流部上流部

約1/1000程度

約1/200
～1/800程度

約1/1000
～1/5000程度

大淀川水系河川整備基本方針変更の概要

流域及び河川の概要

• 大淀川流域は宮崎県・鹿児島県・熊本県の3県にまたがり、6市6町1村を
抱えている。

• 下流部に県庁所在地である宮崎市、中流部の山間狭窄部（県管理区間）
より上流部には、県下第2の都市である都城市といった人口・資産の集中
する市街部を貫流しており、ひとたび氾濫すると被害は甚大。

流域及び氾濫域の諸元

流域面積 ：2,230km2

幹川流路延長 ：107km

想定氾濫区域内人口 ：約14万人

基本高水のピーク流量、計画高水流量の変更

【既定計画の概要 平成15年2月策定】

【変更計画の概要】

河川整備の考え方

【地形特性】

基準地点柏田において基本高水のピーク流量を
11,700m3/sとし、洪水調節施設により2,000m3/sを調節し、
計画高水流量を9,700m3/sとする。

大淀川河床勾配イメージ図

■東西55km、南北70kmのやや長方形を
なし、中流狭窄部を境とした上流部
は都城盆地内を流れる諸支川を合流
して北流

■下流域は広い沖積平野を形成し、宮
崎平野の主流部を成しており、北西
から流下する本庄川を合流し、日向
灘に注ぐ

大淀川下流部横断イメージ図

大淀川（柏田）

計画規模 1/150相当

対象降雨の降雨量
573mm/48時間

（柏田上流域平均）

基本高水のピーク流量 9,700m3/s

計画高水流量 8,700m3/s

大淀川（柏田）

計画規模 1/150相当

対象降雨の降雨量
458mm/24時間

（柏田上流域平均）

基本高水のピーク流量 11,700m3/s

計画高水流量 9,700m3/s

9,700→

基本高水のピーク流量：9,700m3/s

大淀川計画流量配分図

凡 例

■基準地点
●主要地点

大淀川計画流量配分図

基本高水のピーク流量：11,700m3/s

下流部①（３ｋ２００付近）

下流部②（７ｋ８００付近）

環境 配慮の対象

河口・汽水域の淵 アカメ成魚の生息環境

環境 配慮の対象

水際 タコノアシ等の湿性植物の生育環境

※河床掘削を実施する場合の対応

H.W.L

平水位

40m

4m

タコノアシ等の湿性植物
が生育する水際の保全

アカメ成魚の生息環境を
保全するため
河床の深みを保全

河川空間の利活用も考慮
した上で
高水敷高の切り下げを実
施

岩
岩

大淀川

都城市

三股町

高原町

都城盆地

えびの市

小林市

西米良村

綾町
国富町
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宮崎平野

本庄川
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低

■
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向
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A

A’

大淀川流域立体イメージ図

A A’

大
淀
川→

宮崎市役所

宮崎県庁

左岸右岸

【流域図】

凡 例

■基準地点
●主要地点
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大淀川水系河川整備基本方針本文変更について

・平成17年9月の洪水を踏まえた、基本高水のピーク流量や計画高水流量の変更
・「大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について」の答申を踏まえた減災対策
について追記 等

＜河川整備基本方針本文の変更箇所＞
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ア 災害の発生の防止又は軽減

～略～

地球温暖化に伴う気候変動の影響により、極めて大規模な洪水が発生する懸念が高まっていること等を踏まえ、施設では

守り切れない大洪水は必ず発生するとの考えに立ち、計画規模を上回る洪水や整備途上において施設の能力を上回る洪

水が発生した場合においてもできるだけ被害を軽減し、社会全体で洪水に備えることが必要である。そのため、河川管理者

等が土地利用の変化や整備水準の変化などを踏まえつつ想定最大規模までの様々な洪水規模の水害リスクを適切に評価

し、河川管理者、地方公共団体、NPO、地域住民、企業などの各主体が水害リスクに関する十分な知識と心構えを共有した
上で、関係機関等と連携しハード対策とソフト対策が一体となった減災対策を進めていく。

ソフト対策については、市町村長による避難勧告等の適切な発令、住民等の自主的な避難、的確な水防活動、円滑な応

急活動の実施等を促進するため、水位等の情報提供の更なる高度化、想定最大規模の洪水等を対象としたハザードマップ

の作成及び更新、住民参加による防災訓練の実施、水防活動・応急活動等に関わる計画・体制の充実等を促進するととも

に、水害リスクを考慮した土地利用や住まい方の工夫の促進についても関係機関や地域住民と連携して推進する。

ハード対策については、計画規模の洪水を河川内で安全に流下させるための整備を着実に進めるとともに、堤防からの越

水等が発生した場合においても決壊までの時間を少しでも引き延ばすための堤防構造を工夫する対策や、氾濫水を速やか

に排水するための対策等、人的被害や社会経済被害を軽減するための「危機管理型ハード対策」をソフト対策と一体的かつ

計画的に実施する。


